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AI(画像認識･文字認識)を利用したコンクリート打設の数量管理･時間管理システム
AI画像・文字認識技術による現場DX化

入場口と打設箇所のAI搭載カメラは生コン車のナンバープレート
を自動で認識し、クラウドへ送信します。タブレットで読み取っ
た生コン納入書情報も同様にクラウドへ送信します。
それらの情報が統合処理され、打設時間と打設量のリアルタイム
管理を可能にします。

システム構成

AI搭載カメラによる画像・文字認識技術を用いて、コンクリート
の練混ぜ開始、受入れおよび打設の各時刻、納入数量を人の手を
介さずに自動で取得し、コンクリートの運搬時間、打設時間およ
び打設数量を管理できるシステムです。

AIを用いたコンクリート打設監視システムとは

・

コンクリートの高い品質管理が可能
AIによる画像認識システムでナンバープレートを読み取り、
運搬時間、打設時間をリアルタイムで確認できます。

１.

 打設状況を見える化
納入書を読み取り、打設数量を自動で計算、グラフ化できます。

２.

現場管理を省人化
ポンプ車毎に配置が必要だった打設管理者を減らすことができ
ます。

３.

帳簿作成時間の短縮
システムにより得られた運搬時間、打設時間および打設量を
エクセル出力し、簡単に帳簿を作成できます。

４.

打設量の管理グラフ打設時間の管理表

現場での課題

✓ 打設時間、打設数量の
管理を自動化したい

✓ コンクリート打設時に
配置する職員を減らしたい

✓ 帳票作成の手間を
省きたい

✓

✓

✓

管理画面イメージ

予実分析表

どこからでもリアルタイムでデータ確認が可能

・運搬時間
・打設時間
・打設数量

帳簿作成にかかる
時間を短縮
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AIカメラで
ナンバープレート
を撮影

納品書撮影

ケーソン構造物

ポンプ車
生コン車 

AIカメラで
ナンバープレートを撮影

現場入口

打設場所

納品書受取場所

適用工事の課題
愛知県春日井市の大型ケーソンを施工する工事において、当技術を適
用しコンクリート打設を管理しました。
この工事では、１回あたり約1,500m3のコンクリートを、７か所の生
コン工場から受け入れ、4台のポンプ車を用いて打設しました。
従来はポンプ車ごとに専任の管理者および統括の管理者を配置してい
ました。
各ポンプ車に配置する管理者の人的負担の解消及び、打設数量をリア
ルタイムに把握することが求められました。

納品書撮影風景

移動式AI搭載カメラ

システムによる管理実施
5台の移動式AI搭載カメラを用いて、現場出入口、各ポンプ車を撮影しま
した。
また、4台のタブレットにて各ポンプ車ごとに納品書の撮影を実施しまし
た。

実施結果と今後の展望
ポンプ車ごとに配置していた4名の専任の管理者をゼロにすることが
できました。
打設量をリアルタイムに把握できるため、戻りコンの量もそれまで
と比べ、約6割低減することができました。

現在、その他工事でも適用を進めており、上下水道施設、ポンプ場、
水門など、一回当たりのコンクリート打設量が多い工事に広く展開
していきます。
「打上り高さ・打重ね時間自動測定システム」「生コン車の位置情
報確認システム」「締固め自動判定システム」などと連携させ、総
合的な生コン管理システムに発展させることで、施工管理のより一
層の高度化、省力化を目指します。


